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平成２９年度 第３回男女共同参画審議会会議録 
 

 

                                            日 時 平成２９年１１月２８日(火) 

                                                午後２時～午後３時 

                                           場 所 神栖市役所 ４階 第一委員会室 

■出席者 

委 員： 原会長，名雪副会長，志水委員，中村委員，飯田委員，須之内委員 

五十嵐委員，野村委員，南委員，小松原委員，吉岡委員（１１名） 

  事務局： 山本課長，小森課長補佐，田中主幹，髙安主事（５名） 

       日本コンサルタントグループ 山口室長，中村研究員（２名） 

 

■欠席者 

   宮川委員，幸保委員 

 

■傍聴者（定員１０名）  

 ０人 

 

■配付資料 

・かみすハートフルプラン～第２次神栖市男女共同参画計画（案）～ 

・かみすハートフルプラン～第２次神栖市男女共同参画計画（案）～【概要版】 

・男女共同参画計画実施計画（平成３０年度～平成３４年度） 

 

■会議内容 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 案件  

 

議案第１号 第２次神栖市男女共同参画計画について 

前回の審議会で「神栖市男女共同参画計画（素案）」ついて審議後，市ＨＰや広報紙，

市内１０ヵ所に素案を設置し，パブリックコメントを実施した結果，意見はなかったため

計画素案に大きな変更はないこと及び，概要版については，８頁（観音開き）で構成し，

計画の新しいポイントや基本目標の３本柱をメインにまとめたことを説明し，承認。 

  

◆質疑応答，意見等 

委員：概要版にはカミスココくんが載っていたり，イラストがあることで親しみやすくて

良いと思います。 

 

  ※審議会後，委員長より市長へ答申を行う。 
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議案第２号 男女共同参画計画実施計画について 

     男女共同参画計画実施計画の見方について事務局から説明。実施計画の作成に際しては，

施策の目的を明確化し，効率的な推進を図るため，指標となる目標値を全事業に設置した。

取組内容は１０９になっているが，取組内容７６だけ実施計画が３つに枝分かれしている

ため，総数としては１１１の実施計画を進めていく。 

     実施計画の内容として，男女共同参画の推進につながりの深い事業（主に市民協働課で

担当する事業）の中で，新規の実施計画について抜粋し説明。 

 

◆質疑応答，意見等 

委員：1頁の取組内容２番の目標値として，男女共同参画情報誌ハートフルかみすの発行部数

が年間60,000部と設定されていると思いますが,その数字は妥当なのでしょうか。経費

等は増加するということでしょうか。 

事務局：現在のハートフルかみすは年間２回の発行で各発行部数は30,000部，うち28,000部

を新聞折込しております。今年度から広報紙に挟み込みになった関係で発行部数は増

加傾向にあります。これからも商業施設等に設置していただけるように進めていく予

定です。 

配布経費については広報紙に挟み込むため，広報紙分の配布経費のみがかかる形にな

り，ハートフルかみすにかかる配布経費が増えることにはなりません。 

 

委員：１７頁の取組内容３３番で女性子どもセンターについてという標記がありますが,女性

子どもセンターという施設を初めて聞きました。どのような施設なのでしょうか。 

事務局：女性子どもセンターは土合にある２階建ての施設で，１階が児童館になっていて，

２階が女性センターになっています。女性センターは，男女共同参画の推進を目的

としている団体が登録をし，登録をした団体が利用できる施設になっています。 

委員：日中は５０組ぐらいの若いお母さんたちが情報交換の場としても利用しているのを見

かけます。ただ,２１時に閉館してしまうのがネックであるとも良く聞きます。 

委員：同じく取組内容３３番に女性交流サロンという施設もあるみたいですがそちらはどう

いった施設でしょうか。女性子どもセンターも女性交流サロンもコミュニティーセ

ンターや公民館と同じように営利活動での利用はできないようになっているのです

か。 

事務局：こちらは保健・福祉会館の２階にある施設で,女性センターと同じ目的の施設になっ

ています。 

    コミュニティーセンターや公民館と同じように営利活動の場としての利用はできま

せん。また,コミュニティーセンター等との差別化のため,男女共同参画を推進して

いきたいといった団体へ利用していただきたいと考えています。 

 

 

委員：５頁取組内容１０番についてですが，神栖は工業地帯もあり，自分も土木関係の仕事をし
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ているため,土木系女子等の推進は必要なことだと思いますので，土木系女子などの推進

をするような地域づくりにしていってもらえたらと思います。 

 

委員：４頁の青少年のための科学の祭典やサイエンス講座に関して,これは会場があって参加

したい人がその会場にいって体験するといった形の講座なのでしょうか。 

   もっと気軽に学校等に講師を呼んで開催したりはできないのでしょうか。 

委員長：学校の父兄からこういう体験や実験がしたいと依頼がないと市は動けないと思いま

す。依頼をすれば，社会貢献活動の一環として講座等を行ってくれる企業もあります。 

事務局：科学の祭典については鹿行地域で毎年持ち回りで開催しており,今年は神栖が担当で

先週に市内中学校で開催されました。 

 

委員：１３頁取組内容２６番で,指標項目が市内企業における女性管理職の割合で平成３１年

度末の目標値が１０％に設定されていますが,これは結構難しい数字だと思います。

現在の女性管理職の割合の数値はわかっているのでしょうか。 

事務局：現状としては,調査はまだできていない状態で，今後調査を進めていく予定です。目

標値の１０％というのは神栖市が工業地帯やコンビナートが多い面からも難しい数

値ではあると思いますが，目指していきたいと考えています。 

    

５ その他 

  ・今後のスケジュールについて 

・第１１回かみす市民フォーラムについて 

 かみす市民フォーラム（平成３０年２月２５日（日）開催）について，周知を依頼 

 

６ 閉会 

副会長：閉会あいさつ 

 

― 午後３時００分終了 ― 


